
著書 を語る

い
ま
中
山
間
地
域
が
注
目
さ
れ
る

五
つ
の
視
点

日
本
人
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
原
風
景
で
も
あ
る
中
山
間

地
域
。
国
土
面
積
の
七
割
、
農
業
生
産
で
も
全
国
の
四
割

を
占
め
る
地
域
で
あ
り
、
農
林
業
生
産
だ
け
で
な
く
、
豊

か
な
自
然
や
美
し
い
景
観
、
伝
統
文
化
な
ど
多
面
的
な
機

能
の
面
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
た
だ
平
坦
な

耕
地
が
少
な
い
な
ど
農
業
の
生
産
条
件
が
不
利
で
、
過
疎

化
・
高
齢
化
が
進
行
し
、
か
つ
て
は
「
限
界
集
落
」
と
い

う
言
葉
が
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
た
。
だ
が
近
年
、
中
山
間

地
域
を
取
り
巻
く
内
外
の
情
勢
は
大
き
く
変
貌
し
て
お
り
、

今
や
中
山
間
地
域
は
再
生
か
ら
創
造
へ
新
し
い
時
代
を
迎

え
つ
つ
あ
る
。

第
一
に
、
わ
が
国
で
は
東
日
本
大
震
災
な
ど
を
契
機
に

地
方
分
散
型
社
会
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
と
と
も
に
、

国
民
の
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
「
田
園
回
帰
」
の
潮
流

も
拡
大
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
資
源
も
豊
富
で
あ
り
、「
自
己
実
現
の
場
や

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
課
題
先
進
地
域
」
で
も
あ
る
中
山
間
地
域
が
「
可
能
性

に
満
ち
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

第
二
は
、
中
山
間
地
域
は
、
農
業
、
医
療
、
教
育
な
ど

の
条
件
が
不
利
だ
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
進
歩
は
こ
れ
を
大
幅
に
改
善
し
つ
つ
あ
る
。
国
の
「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
で
は
、「『
デ
ジ
活
』
中
山

間
地
域
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
ス
マ
ー
ト
農
業
、
遠
隔
教
育
、
遠
隔
医
療
な
ど
デ
ジ

タ
ル
変
革
に
よ
り
中
山
間
地
域
が
さ
ら
に
魅
力
的
な
地
域

に
な
る
こ
と
が
展
望
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

第
三
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
際
限
な
く
市
場
開
放

が
進
む
中
で
は
、
条
件
不
利
地
域
の
農
業
経
営
に
明
る
い

展
望
が
描
け
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
T
P
P
11
、

日
E
U
・
E
P
A
、
日
米
貿
易
協
定
、
R
C
E
P
が
相
次

い
で
発
効
し
、
国
内
農
業
へ
の
影
響
は
懸
念
さ
れ
る
も
の

の
、
米
、
畜
産
物
な
ど
重
要
品
目
の
保
護
を
含
め
市
場
開

放
に
当
面
一
定
の
歯
止
め
が
か
か
っ
た
意
義
は
大
き
い
。

欧
米
の
農
業
の
グ
リ
ー
ン
化
戦
略
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も

追
風
に
な
る
。

第
四
に
、
こ
れ
ま
で
の
農
村
政
策
で
は
、
中
山
間
地
域

に
お
い
て
も
大
規
模
な
効
率
的
農
業
経
営
の
育
成
に
重
点

が
置
か
れ
て
き
た
。
し
か
し
新
し
い
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」（
二
〇
二
〇
年
三
月
閣
議
決
定
）
で
は
、

農
村
で
の
副
業
・
兼
業
な
ど
「
本
格
的
な
営
農
に
限
ら
な

い
多
様
な
農
へ
の
関
わ
り
」
も
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
さ

れ
、
今
後
多
様
な
農
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
地
域
づ
く
り

が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
五
に
、
中
山
間
地
域
の
振
興
と
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で

政
策
も
研
究
も
経
済
面
に
重
点
を
置
い
て
き
た
。
し
か
し
、

近
年
、
農
村
景
観
の
文
化
的
価
値
が
世
界
的
に
再
認
識
さ

れ
る
と
と
も
に
、
田
園
回
帰
や
関
係
人
口
が
広
が
る
中
で

伝
統
文
化
に
磨
き
を
か
け
た
新
し
い
地
域
文
化
が
創
造
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
新
し
い
「
田
園
文
化
」
は
地
域

の
自
信
と
誇
り
の
形
成
、
さ
ら
に
は
新
し
い
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
特
産
品
や
産
業
育
成
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
に

違
い
な
い
。

『中山間地域ハンドブック』
再生から未来への創造

［農文協刊］

野中和雄
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著書 を語る
わ
が
国
初
の
中
山
間
地
域
〝
白
書
〞

中
山
間
地
域
は
、
こ
の
よ
う
に
今
や
「
再
生
か
ら
未
来

へ
の
創
造
」
に
向
け
新
た
な
展
開
を
始
め
て
お
り
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
国
民
の
地
方
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
踏
ま
え
て
、

中
山
間
地
域
の
新
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
く
大
事
な
時
機

に
あ
る
の
だ
が
、
中
山
間
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
を
通

じ
て
痛
感
す
る
の
は
、
地
域
で
活
動
す
る
人
た
ち
の
間
で

そ
う
し
た
最
新
の
情
報
が
十
分
共
有
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
中
山
間
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
は
、
地
域
お
こ
し
活
動
に
携
わ
る
地

域
リ
ー
ダ
ー
、
自
治
体
職
員
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
、

大
学
生
、
高
校
生
な
ど
の
活
動
の
テ
キ
ス
ト
と
な
る
よ
う
、

ま
た
広
く
国
民
の
皆
様
に
中
山
間
地
域
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
本
書
「
中
山
間

地
域
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
編
集
し
た
。

内
容
は
農
村
で
の
実
践
活
動
に
も
取
り
組
む
第
一
線
の

研
究
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
、
元
町
長
、

元
行
政
官
な
ど
が
協
力
し
て
執
筆
。
中
山
間
地
域
の
歴
史

と
課
題
、
デ
ー
タ
分
析
に
続
い
て
、「
田
園
回
帰
」「
地
域

運
営
組
織
」「
田
園
文
化
」「
農
山
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」「
半
農
半
X
」「
関
係
人
口
」「
自
治
体
農
政
」
な
ど

三
六
テ
ー
マ
で
課
題
を
解
説
し
て
お
り
、
教
育
・
福
祉
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
を
含
む
幅
広
い
論
点
を
提
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
島
根
県
邑
南
町
、
高
知
県
梼
原
町
な
ど
全
国
の
ユ

ニ
ー
ク
な
事
例
や
生
源
寺
眞
一
氏
、
佐
藤
洋
平
氏
、
太
田

信
介
氏
ら
経
験
豊
か
な
有
識
者
一
一
名
の
刺
激
的
な
提
言

も
盛
り
込
ん
で
い
る
。
い
わ
ば
わ
が
国
初
の
中
山
間
地
域

「
白
書
」、
中
山
間
地
域
お
こ
し
の
教
科
書
で
あ
り
、
考
え

る
ヒ
ン
ト
満
載
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
書
は
、
中
山
間
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
を

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
一
市
民
の
方
の
御
遺
贈
金
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
中
山
間
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
関
係
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
執
筆
・
編
集
し
、
価
格
も

抑
え
て
い
る
の
で
、
若
い
人
に
も
広
く
手
に
取
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

◎
「
中
山
間
地
域
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
二
〇
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
致
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、「
中
山
間
地
域
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
希
望
と
し
て
、
官
製
は
が
き
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て

1
1
7
ペ
ー
ジ
の
宛
先
ま
で
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

職
業
、
勤
務
先
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

P R O F I L E
野中和雄（のなか・かずお）
富士山麓の湧水が豊かな静岡県三島市出
身、東京大学教養学部教養学科（文化人類
学専攻）卒業、在学中の農村調査で感銘を
受け、農林水産省に入省。在米大使館1等
書記官、環境庁水質保全局長、農林水産技
術会議事務局長、構造改善局長などを歴任。広島県農政部長へ出
向時には農村現場を頻繁に訪れて若者・女性などの農業者と意見
交換し「いきいき農業ひろしま」運動を推進。退官後、農林水産
省農業総合研究所長、水資源開発公団副総裁、水資源機構副理事
長、（財）農政調査会会長などを歴任。放送大学で市民向け講座を
開設、青山学院大学で有識者とともに開設している講座「日本の
農業農村とビジネス」（全15回）は好評で2010年以来継続中。中
山間地域フォーラムの創設に参加し現在、副会長。公益社団法人
国際農業者交流協会会長

中
山
間
地
域
に
熱
い
思
い
を
寄
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
専
門
家
や
経
験
豊
か
な
実
務
家
な
ど
産
学
民

官
の
有
識
者
が
集
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
す

る
団
体
と
し
て
二
〇
〇
六
年
に
創
設
。
そ
の
後

二
〇
一
二
年
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
な
る
。

中
山
間
地
域
に
関
す
る
実
証
的
学
際
的
な
調
査
研

究
及
び
政
策
提
言
、
地
域
の
支
援
及
び
協
力
、
人
材

の
育
成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
国
民
的
な
情
報

発
信
な
ど
を
活
動
の
柱
と
し
て
お
り
、
特
に
毎
年
、

東
京
大
学
弥
生
講
堂
な
ど
で
開
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
活
発

な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
最
近
の
政
策
提
言
と
し

て
は
、「
総
合
的
な
農
村
政
策
の
再
構
築
を
！
―
―

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
改
定
に
関
す
る
緊

急
提
言
―
―
」（
二
〇
一
九
年
十
一
月
）
が
あ
る
。

ま
た
随
時
に
研
究
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
岩
手
県
西

和
賀
町
な
ど
地
方
の
市
町
村
や
集
落
の
要
請
を
受
け

て
運
営
委
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
訪
問
し
地
域
づ
く

り
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

初
代
会
長
は
、
佐
藤
洋
平
東
京
大
学
名
誉
教
授
、

現
会
長
は
、
生
源
寺
眞
一
福
島
大
学
教
授
。
会
報
と

し
て
「
中
山
間
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
発
行
。
中
山

間
地
域
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
誰
で
も
入
会
で
き
る
。

ま
た
支
援
希
望
の
市
町
村
も
募
集
し
て
い
る
。

●

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.chusankan-f.org 

●

メ
ー
ル
連
絡
先

tebento-staff@
chusankan-f.org

コ
ラ
ム

中
山
間
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
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